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―  ― 5
学力・コミュニケーション能力とジェネリック・
スキルの涵養に重点的に取り組む。とくに、人文
社会系諸分野を“多文化社会”の観点から再編・
統合した学際性（interdisciplinarity）に富むカリキ
ュラムにより、経営・法律・政治等の社会科学系
と，世界の各地域の多様な社会，宗教，文化，歴
史を理解できる人文学系の知識及び考え方を併せ
持つ人材を育成する。さらに，フィールド調査活
動や言語的・文化的背景を異にするメンバーから
成る異種混淆型の国際的プロジェクトへの参画を
通して，マネジメント能力も涵養する。 
大きな特長は、長崎のオランダ、中国との異文
化交流の歴史や、熱帯医学研究史を中心に長年に
わたって蓄積されてきたアフリカを中心とした途
上国フィールドでの教育研究基盤などの、他には
ない本学の背景及び教育資源を、多文化社会理解
のための糸口、切り口とし、また教育フィールド
として活用することである。このことにより、明
確に差別化された特色あるカリキュラムを学生に
提供する。 
多文化社会学部は、これまで本学では希薄であ
ったリベラルアーツ系教育研究の核として機能す
るとともに、グローバル人材育成に向けた学士教
育改革と教育マネジメント改革を先駆的に開拓・
実践することで、新たな未来に向けた総合大学長
崎大学の基盤構築に大きく貢献してくれるものと
期待している。 
 
おわりに 
長崎大学における一連の学士教育改革のゴール
は、時代の要請に応える新たな学士教育プログラ
ムの創生及び総合大学としての基盤の再構築にあ
る。それを達成するための重要な観点は、教育現
場で学生と直接向き合う個々の教員の皆様に、“待
ったなし”の危機感、育成すべき学士像、及び長
崎大学の改革方針を共有していただくことが大前
提となる。法人化以降の競争的環境、経営の重圧
の中で、確実に教員の負担は増加している。その
中で、大きなエネルギーを使って教育改革に取り
組んでいただくわけで大変とは思うが、これから
の若者のためにも、この国の未来のためにも、必
須の改革であることをご理解いただき、教員各位
のご協力を衷心よりお願いしたい。 
多文化社会学部の創設にあたっては、経済学部
と環境科学部を中心に全学から学生定員と教員ポ
ストを供出していただくことになる。これをマイ
ナスにとらえることなく、各学部はこれを契機に
懸案を解決し、新しいグローバル時代に相応しい
専門教育改革を進めていただきたい。その意味で
は、経済学部の国際ビジネスコースの新カリキュ
ラムが今年度の文科省のグローバル人材育成推進
事業に採択されたことは、快挙であり、大学全体
の教育の国際化の大きな推進力となることをおお
いに期待している。 
そして、これまでにまして、各学部（学問領域）
の教育研究の高度化を通してお互いが切磋琢磨す
るとともに、有機的連携が図られるべきである。
今後多様化する一方の高等教育へのニーズに、限
られたマンパワー（教員数）で対応するには、現
在の学部に閉じた教員組織では限界があり、将来
的にはもっと可塑性のある教員組織に変化する必
要があるであろう。学部横断の全学出動型教養教
育に加えて、学部の枠組みを超えて、学生が学ぶ
ことのできる新たな専門教育システムの創生を展
望したいものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
